
 2017年に家業のぶどう農家を承継、輸出は2019年から開始。日本の果樹生産にイノベーションを起こすため
2020年に法人を設立した。2017年から4年で生産規模を10倍に拡大している。社員平均年齢27歳。半
数以上が県外出身者。

 自社選果場を運営。近隣農家から直接集荷し、全量買い取り。各農家は選果、梱包の手間が省け生産に集
中できる。

 市場を通さないことで中間コストを削減し、輸出先へのリードタイムを短縮している。
 将来に向けて輸出産地の中核となる若手人材を育成し、独立を支援している。

アグベル株式会社
（山梨県山梨市）

2022 輸出に取り組む優良事業者表彰 / 主催：公益財団法人 食品等流通合理化促進機構

若手が起点、民間選果場からの輸出で成功！

取り組み内容

・香港
・シンガポール
・タイ
・台湾 他

・シャイン
マスカット

・ピオーネ

・桃

2022

▲シャインマスカット ▲生産者 農園 ▲選果場 ▲輸出梱包▲生産者 農園での作業



 丸善製茶・国内包装機械商社ナサ・モロッコの茶加工大手との３社合弁企業「Maruzen Tea Morocco」
を2018年に設立。2019年にモロッコでの営業許可を受け、日本から荒茶・碾茶を届け、最終加工・袋詰め・
缶詰めを現地で行い、世界へお茶を届け始める。

 2000年に有機JAS認証、2019年にエコサート認証、2022年にISO22000を取得し、安心・安全なお茶を海
外に届ける体制を整えた。

 海外輸出のお茶を扱うためには、EU残留農薬基準を満たす必要があり、基準を満たした茶葉を農家より安定
的に購入できる体制づくりを行うべく、静岡県内の希望する農家へGFPからの指導を実施。

丸善製茶株式会社
（静岡県静岡市）

2022 輸出に取り組む優良事業者表彰 / 主催：公益財団法人 食品等流通合理化促進機構

茶の集積地モロッコを活用し、日本茶を世界に届ける！

取り組み内容

・タイ
・モロッコ
・台湾 他

・抹茶（碾茶）

・煎茶（荒茶）

2022

▲種類ごとに包装されたお茶 ▲火入れ加工設備

Maruzen Tea Morocco

▲レセプションスペース ▲施設内に備えた和室
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